
 

 

＜引用・参考文献＞ 

1）看護太郎：看護技術向上の秘訣、看護学生学会雑誌、

52（3）、85、看護出版社 2010 

2）・・・・・ 

 

 

演題名(ゴシック体10ポイント) 

   ○発表者 共同研究者（明朝体10ポイント） 

      所属（明朝体10ポイント） 
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25文字×50行程度×2段 
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25文字×44行程度×2段 

1 頁目 

  

15ミリ 

 

15ミリ 15ミリ 

2 頁目 15ミリ 

  

2行アキ 

レイアウトサンプル 

◆引用文献リストは、本文中に出てくる順番としてください。 

◆文献の種別によって、記述方法が異なります。詳細は別紙③を確

認してください。 

★点線は印字スペースを示しています 

A4 判用紙 

余白 上 15 ミリ下 15 ミリ 

   左 15 ミリ右 15 ミリ 

筆頭発表者に○ 

ゴシック体 

10 ポイント 

演題名、演者、所属は 

中央揃え 

明朝体 

10 ポイント 

看護技術の向上について 

 

○山
やま

田
だ

太郎
た ろ う

¹⁾ 山田花子²⁾ 山田桜子²⁾ 

近畿太郎²⁾  近畿花子²⁾ 

1)日本看護専門学校  2)近畿看護専門学校 

ふりがなを記載する 

ヘッダ部分サンプル 

引用・参考文献サンプル 

 

 

 

 

● A4版設定で、下記に指定した大きさの文字で作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第23回関西看護学生看護研究大会 

投稿原稿作成方法 



 

 

研究大会発表原稿作成細則見本 

○山
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1)、鈴木花子 2) 

1）山田看護専門学校 2）鈴木看護専門学校

 

 

はじめに 

作成の細則を実際のレイアウトに沿って記載します。 

Ⅰ．書式設定等 

1．全体レイアウト・フォント・字数指定 

 用紙：A4サイズ、2P。見開きで掲載します。 

段組：1段 25文字幅・横 2段（本文のみ）。 

行数：1P目 44行程度（本文のみ）、2P目 50行程度。 

文字数：全体 4,500文字程度。 

余白：上下左右 15mm・段組間隔 8～10mm。 

文字：大きさ 10pt、和文は全角、英数字は半角指定。 

字体：演題名はゴシック体、他は原則明朝体ですが、 

見出し等にはゴシック体を利用しても構いません。 

※ WORD設定上の「英数字用のフォント」は「日本語用と

同じフォント」を選択してください。 

2．原稿タイトル部分  

1）横 1 段の中央寄せで「演題名」・「著者名」・「著者所属」

の順に記載します。 

2）複数の著者がいる場合には、筆頭著者（＝発表者）を 

一番初めに記載し、〇をつけてください。発表者名には

ふりがなルビを振ってください。 

3）著者の中で、所属校が複数に渡る場合には、所属校に 

番号を振り、著者名の後ろに番号を記載してください。 

4）タイトル部分から 2行あけて本文を開始してください。 

3．本文内の表記について 

1）項目番号以外の英文・算用数字については、1 桁の場合

も 2桁以上の場合も半角を使用してください。 

2）単語の一部としての漢数字以外は、数字は算用数字を使

用します。文中の数字を他の数字に置き換えることがで

きる場合には、算用数字の使用を検討してください。 

Ⅱ．内容の組み立てについて 

1．項目立て 

1）「はじめに」・「目的」・「方法」・「結果」・「考察」・「結論」・ 

「おわりに」のように項目立ててください。大項目には 

ローマ数字で番号をつけてください。ただし、「はじめに」

と「おわりに」には数字はつけません。 

2）以降の項目番号は、大項目（ローマ数字）から小項目に

向かって、1．→1）→（1）→①の順としてください。 

2．倫理的配慮の明記 

 対象者からの承諾・校内会議での承諾・匿名性の為の配慮

内容についてなど、必ず原稿中に記載してください。 

3．論文内容・構成 

別紙原稿チェックリストの内容を意識して作成し、指導

教員が必ずチェックをおこなってください。（表 1） 

 

 

表 1 原稿チェックリスト（一部） 

Ⅲ．図版・表について 

 図・表にはそれぞれ通し番号とタイトルをつけ、図の場合

は下に、表の場合は上にセンタリングで記載します。 

 モノクロで印刷された際に、明瞭に判別できるように作

成してください。カラー原図、グレーやグラデーション使用

図版は、印刷時に潰れることがあります。（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 図版印刷結果見本 

Ⅳ．引用・参考文献について 

引用は「引用内容」1）のようにくくり、本文登場順に番号

を通します。本文終了後、＜引用・参考文献＞として引用文

献を挙げた後、参考文献を続けて記載してください。文献の

種類により、記載内容は以下のように変わります。年数はす

べて西暦にしてください。 

＜引用・参考文献＞ 

1）著者名：表題名,雑誌名,巻（号）,頁,発行年． 

2）著者名：書名（版）,発行所,頁,発行年． 

3）著者名：表題名,編者名,書名（版）,発行所,頁,発行年． 

4）原著者名：書名（版）,発行年,訳者名,書名（版）,発行

所,頁,発行年． 

5）著者名：表題名,雑誌名,巻（号）,頁,発行年,アクセス年

月日,URL． 

6）発行機関名（調査/発行年次）,表題,アクセス年月日,URL．  

※1）雑誌掲載論文、2）～3）単行本、4）翻訳書、5）～6）電子文献 

 項目 内容 ✔ 

論
文
内
容 
・ 
構
成 

表題 
演題名が論文内容を反映しているか  

キーワード・発表内容は適切か  

目的 / 
背景 

研究目的、文献検討、動機を記述しているか  

研究により、何を明確にするかを記述しているか  

方法 

対象の選定、課題に対する研究方法が適切か  

研究の再現が可能な具体的な研究方法を記述しているか  

質的分析の場合、信頼性を確保する方法を述べているか  

結果 
方法に対する結果を述べているか  

目的にそった分析結果を記述しているか  

考察 
目的にそって考察しているか  

先行研究との比較内容や文献引用が適切か  

結論 方法、結果、考察から導きだされた結論として妥当か  

文章 
構成 

文章表現が適切か（論旨が一貫しているか、誤字・脱字が
ないか等） 

 

演題作成要項に合致しているか  

A 
B 

C 

D 

A・Bはパターン、C・Dはカラー
で塗り分けています。 
C・Dはカラー原図の時には色が
明確に違いますが、白黒印刷に
なると色差が潰れます。 


